
情報ライフラインを支える｢エンタープライズサーバEP8000シリーズ+

〉(‾〕l.85No.5

高性能サーバ･データベース･ストレージの

連携で実現する高信頼･高可用
システムソリューション
Higl巾ReliableandHighly血ailableSolutionswiththeCo‖aborationotHigh-PerlormanceSeⅣ印

Database.andStorage

福田弘忠 〃/r細由向山∂ 矢田龍太郎 月畑r∂r∂拍ぬ 新田英之 〃/dey〟〟/〃触

エンタープライズサーバEP8000シリーズ

トータルソリューション

･EP8000高信頼化体系
●0racl♂RAC

●HACMP

高信頼･高スケーラビリテイ･

高可用性を兼ね備える｡

高可用データベース
"Oracle9オ”

●OracleDataGuard

●HitachiTrueCopy

リモートコピー機能による

ディザスダノカバリ

企業内で扱うデータが増え続ける一方で,UNIXサー

/く馴)やオープンプロダクトを,高い信頼性が要求され

るシステムに適用するケースが増加している｡このよう

な背景の中で,大容量ストレージ,UNIXサーバ,およ

びオープンプロダクトを組み合わせることにより,障害

を起こりにくくするだけでなく,万一障害が起こってもビ

ジネスを停止させない,高信頼･高可用なシステムを構

築,運用することが強く求められるようになってきた｡

日立製作所は,オープンプロダクトを活用したソリュー

ション事業を強化することを目的として2002年11月に

設立した株式会社日立オープンプラットフォームソリュー

はじめに

従来,ミッションクリティカル(停止不吋)システムは,主に金

･日立ファイバチャネルアダプタ

･SANRISE専用デバイスドライバ
バス障害の自動検出など迅速

な障害対応やSANRISEの
性能チューニングが可能

高性能ストレ【ジ

｢SANRISEシリーズ+

高信頼･高可用トータルシステ

ムソリューションの概念

｢EP8000＋SANRISE＋0racle9川こ

よって恵可用なクラスタ構成が実現で

き.一部で障害が発生しても業務の続

行が可能である｡また,SANRISE専用

デバイスドライバや｢日立ファイバチャネ

ルアダプタ+により,各種障害への対応

を強化している｡さらに,リモートコピー機

能を活用し,メインサイトとリモートサイト

間のディザスダノカバリを実現する｡

注:略言吾説明ほか

RAC(RealApplicationClusters)

HACMP(High-AvailabilityCluste｢

Multi-Processing)

*ORACLEは,0｢ac】eCorporation

の登鋸商標であるく〕

ションズと共に,高信頼かつ高可用なシステムを構築

するためのソリューションを提案している｡具体的には､

ミッションクリテイカル システムに適したサーバ

｢EP8000シリーズ+と,高い可用性とリニアなスケーラ

ビリティを両立させたORACLEのデータベース,およ

び高密度実装と高性能を兼ね備えたストレージ｢SAN一

別SEシリーズ+を密接に連携させたソリューションであ

る｡また,クラスタシステム構成での検証を重ね,そこ

から得られた性能チューニングや障害発生時のリカバ

リ手順などのノウハウを,トータルソリューションに反

映させている｡

融機関のオンラインシステムなど,メインフレーム上で構築され

たシステムで運用されてきた｡しかし,インターネットの普及や

オープンプラットフォームの信根性向上などにより,IT(情報技

術)基盤のライフライン化が進み,EC(ElectronicCommerce)

P

※1)UNIXは,Ⅹ/OpenCompanyLimitedが独｢印勺にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標である｡

仙帽20ロコ･5+27



llウ〉0】.85卜Jo.5

サイトをはじめとするオープンな環境でも,24時間365日無停

止なシステムが要求されるようになってきた｡

ここでは,日立製作所と株式会社日立オープンプラットフォー

ムソリューションズ(以下,R立OPSSと言う｡)が提案している,

高信頼･高可用システムソリューション,およびサーバとデータ

ベースを連携させたクラスタシステム構成による高可用件,高

信頼性の検証について述べる｡

腰
サーバ･データベース･ストレージの連携

2.1サーバとデータベースの連携による高可用クラスタ構成

"EP8000''のHACMP(High-AvailabilityClusterMulti-

Processing紺)機能とORACLEデータベースのRAC(Real

Application Clusters)機能を組み合わせて使うことにより,

従来以上に高可用なシステムを構築することが叶能となる｡

また,ノードを追加することで,パフォーマンスとスループットを

向上させることもできる｡

HACMPは複数のノードをクラスタ構成にすることができる

クラスタソフトウェアであり,RACは,ORACLEデータベースを

クラスタ構成にするための拡張機能である｡これらの連携に

よってクラスタシステムを構成し,障害発生時には他のノード

ヘリソースを引き離がせることで,システムの運転を継続し,

吋川性を高めている｡

RACには,共有ディスク方式をベースとした｢キャッシュ

フュージョンアーキテクチャ+を採用している｡共有ディスク方

式とは,複数のノードでディスクを共有し,一体のシステムとし

て稼動させる方式である｡従来の共有ディスク方式では,二

つ以卜のノードで同じデータブロックを更新しようとするときに,

｢待ち+が発生していた｡しかし,ORACLEデータベースでは,

RACのキャッシュフュージョンにより,この間題を解決している｡

キャッシュフュージョンは,インターコネクト(ノード開通信州

LAN)を使川し,キャッシュデータを高速に他ノードに転送し

て,ノード間のデータの同期をとるものである｡これにより,さま

ぎまなノードの能力を統合して利糊でき,システムのスケーラ

ビリティを向_じさせることができる｡また,-一つもしくは複数の

ノードに障害が発生した場合にも,残ったノードで負荷を分散

することが可能である(図1参照)｡

2.2 データベースとストレージの連携によるディザスタリカバリ

停電や地震などの災害によるミッションクリティかレシステム

の停止は,ビジネスに人きな影響を与える｡近年,このような

事態に備えるための手法として,ディザスタリカバリが重要視

されるようになってきた｡ディザスタリカバリとは,致命的な災

害などによる障害からの授旧を意味する｡データベースシステ

ムでは,データのバックアップなどによi),あらかじめ災害に備

えることが可能であるが,バックアップを同じ場所(建物,地域)

にとると,広域災害が起こったときにバックアップデータも失わ

※2)HACMPは,米国における米国InternationalBusinessルIachinesCorp.の商標である｡
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図1HACMPとRACの組み合わ

せによるクラスタ構成例

HACMPとRACを組み合わせることによ

り,正常時には負荷分散ができ,スルーブン

トを向上させることができる｡障害時には,

障害が起きていないノードに処理を引き継

がせる｡
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メインサイト

EP8000

ORACLE

SANRISE

リモートサイト

EP8000

ORACLE

データベース

SANRISE

図2ディザスタリカバリの構成例

遠隔地でデータの同期をとることにより,

広域に及ぶ自然災害などに備える｡

れる可能性がある｡そのため,ネットワークを経山して,遠隔地

にバックアップデータを保管することが有効である(図2参照)｡

``oracle9才DataGuard'◆は,メインサイトのデータベースの

リアルタイムな複製をリモートサイトに保持することにより,障害

時に備えるORACLEデータベースの拡張機能である｡

日立製作所の"TrueCopy''は,サーバフリー(非経山)で

SANRISEストレージ間のリモートコピーを行う機能である｡両

者は単体でもディザスタリカバリでのバックアップができるが,

これらを組み合わせることにより,システムに合ったさまざまな

バックアップ方法が選択できるようになる｡また,フォールバック

(通信品質の調整)を適切かつ高速に行うこともできる｡

2.3 サーバとストレージの連携による統合ディスク管理

EP8000とSANRISEの連携では,｢EP8000岳信頼化体系+

に基づき,高信頼性,高吋用性の強化を図っている｡具体

的には,｢R立ファイバチャネルアダプタ+により,トレース機能･

障害検出機能を強化して信頼作を高めている｡さらに,

｢SANRISE専用デバイスドライバ+を追加することにより,ディ

スクドライバのレベルでも入日リノ監視強化やトラブルシュート強

化が可能となり,信頼性と保守性をいっそう向上させることが

できる｡

謬
事前検証による高信頼･高可用システム

の実現

2000年5月,日立製作所と口本オラクル株式会社は,共同

で日立-オラクルSANソリューションテクノロジーセンター(以

下,SSTCと言う｡)を開設したl〉｡SSTCは,SANRISEと

ORACLEデータベースを組み合わせることにより,24時間365

日動き続けるビジネスに柔軟に対応しながら,日々増加し続

けるビジネスデータを,効率的に管理,運用する企業情報シ

ステムの構築を支援する臼的で設末された｡

SSTCでは,EP8000をはじめとする｢各種プラットフォーム十

ORACLEデータベース＋SANRISE+のクラスタ構成で,さま

ざまな検証を行っている｡

例えば,障害発生時でのシステムの挙動検証として,想定

される障害を模擬し,サーバ･データベース･ストレージがそれ

ぞれどのような動きをするのかについて確認を行っている｡想

定される障害には,ノードダウン,インターコネクト障害,ファイ

バチャネル障害などがある｡また,実システムでは,運用上,障

害からの復旧時間を短縮することが非常に重要となる｡これ

らの要求に対応するため,障害時でのフェイルオーバ(リモー

トサイトヘの切換)時間の測定や,障害復IU時の動きなども

詳細に検証している｡

SSTCでの検証では,サイジングデータの取得を目的として,

TPC-C業務モデルをベースに口立製作所が開発したベンチ

マークツールを使用している｡TPC-Cとは,TPC

(Transaction Processing Performance Council)が提供

するベンチマークテストの規格であり,在席管押のオンライント

ランザクション業務をモデルとしたものである2:･3'｡したがって,

このツールでは,実システム上で動作する業務システムに近

いトランザクションの種類や負荷をシミュレーションすることがで

きる｡これにより,実際の運用を想定したチューニング方法の

検討や,RACのスケーラビリティの検証,高負荷での障害発

生時での挙動の確認などが可能となる｡これらの検証で得ら

れた結果を基に,実際のシステム構成支援を行っている｡

トータルソリューションの提供

日東製作所と∩未OPSSは,｢EP8000十ORACLEデータ

ベース＋SANRISE+の連携をサポートすることにより,さまぎま

l=仁誰.論20〔)3.5129



■ウ〉oIB5｢+0.5

メインサイト

m

アプリケーションサ}バ

L ,..■■】

データベースサーバ

クラ

＼
＼

あ
リモートサイト

ノ

一｡･･-○

丁ニー･一○

アプリケ…ションサーバ

藍芯蔓コ=l

享欒;彗 ∧零箋hミ ′′

/ ､＼

/
＼

一/
＼＼-､

琴､′′:き 享琴㌫

三三萱′､､丁′ニ､妻ヨラ∨哀妻

∧喜さ澄､′
お家

データベースサーバ

な組み合わせのサービスを提案している｡例えば,RACによ

るクラスタ構成とディザスタリカバリを組み合わせて,メインサ

イトのデータベースとリモートサイトのデータベースをそれぞれ

クラスタ構成にすることも可能である｡これによi),災害だけで

なく,システム障害に対しても可利生を高めることができる(図

3参照)｡

また,H立製作所と日立OPSSは,日本オラクル株式会il二

と連携し,SSTCで,EP8000をクラスタ構成にした環境で事

前検証を行っている｡この事前検証によって得られたストレー

ジの構成法,クラスタ構成のデータベース構築,パフォーマン

スチューニング,障害発生時のリカバリ手順などの実践的な

ノウハウを,高信頼･高可用のシステムソリューションに括田し

ている｡

これら一連の活動により,導人時(データベースの構成,デー

タベース･ストレージのチューニングなど)から導入後(障害時

のサポートなど)までをトータルにサポートする,高付加価値な

ソリューションを提供している｡

霧
おわりに

ここでは,高性能サーバ･データベース･ストレージを連携さ

せたシステムソリューションとクラスタ構成による高信頼･高叶

用件の検証について述べた｡

今後ますます増大する高信頼･高可用システムへのニーズ

を満たすためには,従来以上にさまざまな障害･災害への入

念な対策を図った堅牢(ろう)なシステムが必要となってくる｡

このよう別犬況を念頭に置きながら,日立製作所と日立

30i●-棚2003･5

図3高可用なシステム構成例

メインとリモートサイト両方のデータベー

スサーバ.アプリケーションサーバをクラス

タ構成にし.サーバとストレージ間のファ

イバチャネルを2本以上にするなどにより,

いっそう高可用なシステムを実現する｡

OPSSは,サーバ･データベース･ストレージの連携をさらに深

め,さまざまな検証を行いつつ,顧客の要求にこたえるトータ

ルサポートの提案といっそうのサービスの拡充を図っていく考

えである｡
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